
和
の
鐘
」
を
 撞
 き
、
1
分
間
の
黙

つ

と
う
を
捧
げ
ま
す
。
平
和
の
鐘
の

音
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
を
追

悼
す
る
と
共
に
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
念
し
黙
と
う
を
捧
げ
た
い

と
希
望
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
当
日

正
午
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
被
爆
地
の
広
島
市
と
長

崎
市
で
は
、
毎
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈

念
式
典
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
式
中
で
、
原
爆
投
下
の
同
時
刻

に
、
1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
て

い
ま
す
。

胸
広
島
市
…
8
月
6
日
画
・
午
前

8
時
　
分
。

15

胸
長
崎
市
…
8
月
9
日
俄
・
午
前

　
時
2
分
。

11印
西
平
和
の
鐘

　
平
和
の
鐘
は
、
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
故
香

鎮
魂
と
平
和
の
祈
り

　
　
年
前
の
昭
和
　
年
（
1
9
4

65

20

5
年
）
8
月
　
日
・
正
午
に
玉
音

15

放
送
が
流
さ
れ
、
つ
ら
く
長
い
太

平
洋
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
8
月
　
日
は
「
戦
没
者

15

を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

と
し
て
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
数
多
く
の
人
た
ち
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
政
府
主

催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
8
月
　
日
蚊
・
正
午

15

か
ら
市
役
所
玄
関
前
で
「
印
西
平

この広報紙は再生紙を使用しています。
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市合併記念コンサートを開催
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市 総 合 防 災 訓 練 を 実 施
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 ８
月
　
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１５
 世
界
恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め
て

　「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
は
、
先

の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を

祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
争
が
も
た
ら
す
悲
し
み
は
、
今
も
遺
族
の
胸
を

し
め
つ
け
て
い
ま
す
。
市
で
は
当
日
正
午
か
ら
、
戦

没
者
に
対
し
哀
悼
と
平
和
の
継
続
を
祈
念
す
る
た
め
、

1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。【非核平和都市宣言】

　世界の恒久平和は、人類の共通の願い
である。
　とりわけ、世界で唯一の核被爆国に生
きる我々は、再びこの地球上に「広島」、
「長崎」の惨禍が繰り返されることのな
いよう強く望むものである。
　印西市は、戦後50年目の年に当たり、
核兵器がこの地球上から全て廃絶される
ことを願い、世界の恒久平和を確立する
ため、ここに「非核平和都市」を宣言す
る。

平成7年10月宣言

取
正
彦
氏
が
、
父
秀
真
氏
の
出
生

地
で
あ
る
印
西
へ
の
記
念
と
し
て

生
前
制
作
に
取
り
組
み
、
平
成
3

年
2
月
に
、
ご
遺
族
よ
り
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
鐘
は
、
日
本
恒
久
平
和
の

象
徴
「
広
島
平
和
の
鐘
」
と
同
じ

鐘
で
、
鐘
の
正
面
に
は
故
吉
田
茂

首
相
の
筆
に
よ
る
「
平
和
」
の
2

文
字
が
刻
ま
れ
、
鐘
座
の
左
右
に

は
瑞
鳥
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

※
普
段
は
、
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

怯
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写

真
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　
市
で
は
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や

戦
争
の
悲
惨
さ
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
伝
え
、
平
和
へ
の
気
持
ち
を

は
ぐ
く
む
た
め
、
広
島
と
長
崎
の

原
爆
パ
ネ
ル
を
8
月
中
に
市
内
各

施
設
で
展
示
い
た
し
ま
す
。
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
は
、
人
類
に
と
っ
て

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
記
憶

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

架
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線

4
3
5
・
4
3
7
）。

　市内全域を青色回転灯付き防犯パトロールカー（通称:青パト）で巡
回する「地域安全パトロール隊」が発
足しました。このパトロール隊は、千
葉県のふるさと雇用再生特別基金を活
用し、民間警備会社（委託先:北総警
備保障㈱）に委託するもので、4人の
隊員が2人1組となり、下記のとおり
パトロールにあたります。
胸夏期（7月、8月）…平日・午後6時～午前2時。
胸夏期以外…平日・午後3時～11時。
　パトロール隊は、市内で発生する街頭犯罪、空き巣などの侵入犯罪
などを防止するため、次のような活動を行います。
葛児童・生徒の通学路、学校施設などの警戒葛パトロールカー・徒歩
による住宅街などの警戒葛駐車場、駐輪場などの警戒葛金融機関、コ
ンビニエンス・ストアーなどにおける現金自動預払機周辺の警戒葛主
要駅周辺の警戒葛犯罪発生時における警察への通報、負傷者の救護、
現場保存などの措置葛犯罪被害防止キャンペーンなど広報資料の配布、
広報テープによる啓発活動葛そのほか、不審者情報などの情報に基づ
く警戒。
　市では、犯罪抑止と併せ、市民の犯罪に対する不安感をなくすため、
より「安全で安心なまちづくり」を推進します。
架市民安全課市民安全班（緯内線711）。

ただいま「青パト」警戒中
 発 発足足 地域安全パトロール 地域安全パトロール隊隊

市内を巡回する「青パト市内を巡回する「青パト」」  印
西
中
1
年
生
が
花
を
植
栽

 花
い
っ
ぱ
い
に
な
ぁ
れ

▲山﨑市長の手で「印西平和の鐘」が撞（つ）かれました（写真
は一昨年のもの）

暑さに負けず植栽を行う印西暑さに負けず植栽を行う印西中中
1年生の生徒のみなさ1年生の生徒のみなさんん

　市庁舎改修工事に伴
い防災行政無線が一時
停止します（印旛・本
埜地区を除く）。
胸日時…8月28日臥、
29日蚊・午前8時～午
後8時。
※昼、夕方のチャイム
も停止の予定ですが、
工事が終了次第、復旧
します。
架防災課防災班（緯内
線451～453）。

防災行政無線が
一時停止します

　
梅
雨
の
合
間
の
6
月
　
日
、
印

22

西
中
学
校
の
1
年
生
2
ク
ラ
ス
　58

人
の
生
徒
が
、
文
化
ホ
ー
ル
北
側

駐
車
場
の
周
り
に
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ

を
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
立
っ
て
い
る
だ
け
で
も

汗
が
吹
き
出
る
よ
う
な
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
が
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分

か
れ
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
一
株

一
株
丁
寧
に
植
え
付
け
作
業
を
行

い
、
約
1
時
間
後
に
は
き
れ
い
な

花
壇
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
厳
し
く
な
る
暑
さ
に

向
か
っ
て
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
は
日

々
、
花
の
数
を
増
や
し
な
が
ら
、

じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
カ
ラ
フ
ル

な
色
彩
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

▼原爆のもたらした悲
劇を語る「ヒロシマ・
ナガサキ原爆写真パネ
ル展示」（写真は一昨
年のもの）


